
台
湾
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

1

1

1

映
画
「
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
」
・
森
於
菟
に
及
ぶ
l

l
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台
北
帝
国
大
学
l
l
「
旧
帝
国
大
学
の
一
つ
。
一
九
二
八
年
台
北
に
設
置
、

四
五
年
敗
戦
に
よ
っ
て
廃
止
。
施
設
は
台
湾
大
学
に
継
承
。
」
と
「
広
辞
苑
』

に
あ
る
。
台
湾
大
学
は
フ
ォ
ー
マ
ル
に
は
閤
立
台
湾
大
学
と
い
う
。
台
北
に
は

密
立
政
治
大
学
も
あ
り
、
こ
れ
は
蒋
介
石
が
関
学
し
た
も
の
で
あ
る
。
数
年
前
、

国
立
政
治
大
学
大
学
院
で
日
本
近
代
文
学
の
集
中
講
義
を

8
日
間
に
わ
た
っ
て

行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
は
、
田
立
台
湾
大
学
人
文
社
会
高
等
研
究
院

(
漢
字
は
旧
漢
字
)
か
ら
四
月
中
旬

(
2
0
1
3
)
開
催
の
思
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
義
の
招
鴨
が
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
近
代

化
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
と
新
潮
流
へ
の
転
換
」
で
あ
る
。

前
に
訪
れ
た
と
き
は
、
設
立
当
時
の
ま
ま
の
正
門
・
大
学
広
場
か
ら
発
す
る

榔
林
大
道
に
沿
っ
て
、
つ
つ
じ
が
花
盛
り
だ
っ
た
。
そ
の
折
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を

た
だ
見
学
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
設
立
当
時
の
面
影
を
も
っ
と
も
よ

く
伝
え
る
一
止
門
近
く
の
校
史
館
が
会
場
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
つ
つ
じ
は
盛

り
を
過
ぎ
て
、
残
ん
の
花
が
ち
ら
ほ
ら
咲
い
て
い
る
程
度
だ
っ
た
。
「
国
立
台

湾
大
学
校
総
区
地
図
」
に
よ
る
と
、
行
政
単
位
、
教
学
大
楼
、
生
活
・
育
楽
、

文
学
院
、
理
学
院
、
社
会
科
学
院
、
工
学
院
、
生
命
資
源
盤
農
学
院
、
管
理
学

院
、
其
他
単
位
、
宿
舎
大
楼
、
他
に
水
源
校
区
と
あ
り
、
行
政
単
位
の
校
史
館

を

1
と
す
る
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
凶
以
上
に
達
し
て
い
る
。

校
史
館
中
央
の
二
手
に
分
か
れ
て
昇
る
階
段
の
壁
面
に
は
、
戦
前
・
戦
後
の

平

敏

夫

同

古
い
写
真
が
一
面
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
二
階
に
は
広
い
資
料
室
が
あ
り
、
豊
富

な
展
示
や
説
明
の
コ
ー
ナ
ー
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
台
北
帝
大
時
代
か
ら
の
歴

史
と
伝
統
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ

ー
マ
、
「
近
代
化
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
と
新
潮
流
へ
の
転
換
」
と
も
関

わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
。

台
湾
・
韓
国
・
中
居
・
日
本
か
ら
叩
名
の
研
究
者
が
校
史
館
に
集
ま
り
、
午

前

8
時
か
ら
午
後
6
時
半
ま
で
講
演
し
、
最
後
に
全
員
で
総
合
討
論
を
行
っ
た
。

ま
こ
と
に
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
講
演
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
き

わ
め
て
熱
心
で
、
三
ヶ
国
語
が
通
訳
も
交
え
て
会
場
に
飛
び
交
い
、
最
新
の
知

見
に
も
と
づ
く
近
来
ま
れ
な
充
実
、
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と
思
う
。

こ
こ
で
演
題
・
講
者
を
列
挙
し
て
お
く
と
、
川
主
題
演
講
李
光
来
(
韓
国
江

原
大
学
校
教
授
)
東
亜
細
亜
の
知
形
に
お
け
る
東
西
融
合
の
有
形
再
考
、
山
宮

肝
康
子
(
京
都
産
業
大
学
教
授
)
歴
史
記
述
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
l
神
話
と
歴

史
の
間
|
、

ω李
基
原
(
韓
国
江
原
大
学
校
研
究
教
授
)
丁
若
鏑
と
荻
生
担
保

に
お
け
る
「
寛
容
」
の
技
術
、
凶
平
岡
敏
夫
(
筑
波
大
学
名
誉
教
授
)
新
た
な

近
代
文
学
史
像
と
東
ア
ジ
ア
の
問
題
|
『
佐
幕
派
の
文
学
史
」
か
ら
|
、
山
間
銭
国
紅
(
大

妻
女
子
大
学
教
授
)
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
文
化
の
形
成
と
儒
教
伝
統
i
中
留

と
日
本
の
近
代
化
を
例
と
し
て
i
、
山
間
松
尾
勇
(
天
理
大
学
教
授
)
韓
国
現
代
社
会

に
お
け
る
言
語
文
化
に
つ
い
て
、
川
竹
村
英
二
(
国
土
館
大
学
教
授
)
江
戸
時



26 

代
に
お
け
る
漢
学
の
学
問
的
発
展
i近
代
知
性
の
基
殺
と
し
て

l
、
山
間
李
梁
(
弘
前

大
学
教
授
)
近
世
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
「
知
」
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
、
同
貴
志

俊
彦
(
京
都
大
学
教
授
)
二

O
世
紀
に
お
け
る
日
本
の
対
ア
ジ
ア
通
信
の
転
換

i
「
入
斑
」
か
ら
「
聯
盟
」
へ
の
軌
跡
l
、
同
緒
方
康
(
神
戸
大
学
教
授
)
近
代
化
と

「
ア
ジ
ア
の
想
像
、
以
上
印
名
の
ほ
か
に
主
持
人
と
し
て
台
湾
大
学
の
教
授
、

と
く
に
日
文
系
の
太
田
登
、
辻
本
雅
史
の
二
教
授
が
中
心
で
あ
っ
た
。

二
日
目
は
、
台
湾
全
国
の
大
学
院
生
約
印
名
が
参
加
、
午
前
8
時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
、
山
人
の
教
授
全
員
が
二
会
場
に
分
か
れ
て
講
義
。
講
演
と
は
異
な

る
テ

i
マ
も
あ
り
、
院
生
が
対
象
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
よ
り
具
体
的
に
、
個
人

的
な
心
構
も
こ
め
て
諮
る
教
授
も
多
く
、
熱
気
に
溢
れ
て
い
た
。
私
は
佐
幕
派

小
説
と
し
て
の
吋
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
講
義
し
た
の
だ
が
、
吋
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を

読
ん
だ
か
の
開
い
に
挙
手
し
た
の
は
却
名
中
1
名
だ
っ
た
。

シ
ヴ
ィ
ル
ウ
サ
4
1

戊
辰
戦
争
と
い
う
市
長
戦
争
(
内
乱
)
の
敗
者
側
が
そ
の
戦
後
文
学
の
担
い

手
と
な
っ
た
と
し
て
、
東
海
散
士
「
佳
人
之
奇
遇
』
の
会
津
、
明
の
遺
臣
の
話

か
ら
「
毘
姓
爺
合
戦
』
の
鄭
成
功
、
共
産
党
箪
に
敗
れ
た
国
民
党
軍
の
台
湾
支
配
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
侯
孝
賢
監
督
の
映
画
「
悲
情
城
市
」
に
ま
で
話
は
及
ん
だ
。

台
湾
大
学
よ
り
帰
っ
て
間
も
な
く
、
早
稲
田
大
学
大
限
講
堂
で
、
一
九
三

O

年
の
霧
社
事
件
を
描
い
た
「
セ
デ
ッ
ク
・
パ
レ
」
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
早

大
ア
ジ
ア
研
究
機
構
主
催
・
台
湾
研
究
所
共
催
の
こ
の
上
映
は
満
員
の
接
況
で
、

台
湾
中
部
山
岳
地
帯
の
狩
猟
民
セ
デ
ッ
ク
族
が
明
治
7
年
以
来
の
日
本
軍
、
日

本
の
統
治
、
圧
政
に
抗
し
て
戦
う
こ
の
映
画
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
先

住
民
を
蕃
人
扱
い
す
る
日
本
の
警
察
官
、
日
本
名
を
名
乗
り
巡
査
と
な
っ
て
い

る
先
住
民
の
苦
悩
。
手
放
し
で
拍
手
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

第
一
部
「
太
陽
旗
」
の
み
の
上
映
で
、
そ
の
あ
と
、
貌
徳
聖
監
督
の
ト

i
ク

が
あ
っ
た
。
切
り
立
っ
た
崖
続
き
の
霧
深
い
山
地
を
、
俳
優
た
ち
が
は
だ
し
で

走
り
ま
わ
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
頭
自
モ

l
ナ
・
ル
ダ
オ
を
演
じ
た

リ
ン
・
チ
ン
タ
イ
の
迫
力
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。
台
湾
先
住
民
の
人
間
、
文
化
の

す
ば
ら
し
さ
が
豊
か
な
大
自
然
と
共
に
見
事
に
映
画
さ
れ
た
。
台
湾
に
さ
え
今

な
お
残
る
と
い
う
偏
見
が
こ
の
映
画
に
よ
っ
て
打
破
さ
れ
る
と
思
っ
た
。

五
月
に
入
っ
て
、
第
二
部
「
虹
の
橋
」
を
渋
谷
の
映
画
館
で
見
た
。
満
席
だ

っ
た
。
榔
弾
筒
、
大
砲
、
飛
行
機
、
毒
ガ
ス
ま
で
使
用
し
て
の
数
千
の
日
本
軍

の
鎮
圧
に
対
し
て
、
わ
ず
か
三
百
名
ほ
ど
の
セ
デ
ッ
ク
族
が
戦
う
そ
の
展
開
は

迫
真
的
だ
っ
た
。
雨
降
り
続
く
高
地
の
密
林
の
中
を
自
在
に
駆
け
抜
け
、
奪
っ

た
小
銃
、
機
関
銃
等
を
用
い
て
日
本
軍
に
反
撃
、
日
本
軍
に
協
力
の
他
部
族
と

も
戦
う
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
は
、
映
画
と
し
て
も
高
い
水
準
に
達
し
て
い
る
と
感

嘆
し
た
。

最
後
に
頭
自
モ

i
ナ
・
ル
ダ
オ
は
最
愛
の
妻
を
撃
ち
殺
し
、
絶
対
に
投
降
し

な
い
と
奥
深
く
消
え
て
し
ま
う
。
彼
こ
そ
は
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
、
真
の
人
の
象

徴
で
あ
る
。
誇
り
高
い
セ
デ
ッ
ク
族
の
精
神
は
、
こ
の
映
顧
で
明
確
に
描
き
出

さ
れ
た
。
経
幕
に
く
り
返
し
流
れ
る
部
族
の
讃
歌
は
力
強
く
、
先
祖
の
世
界
へ

と
虹
の
橋
を
渡
っ
て
ゆ
く
姿
を
見
よ
と
若
者
た
ち
に
告
げ
る
。

国
立
台
湾
大
学
に
お
け
る
屈
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
化
に
お
け
る
東
ア
ジ

ア
の
伝
統
と
新
潮
流
へ
の
転
換
」
は
、
ま
さ
に
映
画
「
セ
デ
ッ
ク
・
パ
レ
」
が

体
現
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

話
は
か
わ
る
が
、
こ
の
た
び
の
台
湾
行
き
で
私
が
思
い
浮
か
べ
て
い
た
の
は
、

森
鴎
外
の
長
男
於
菟
の
こ
と
だ
っ
た
。
森
於
菟

(
1
8
9
0
1
1
9
6
7
)
は
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昭
和
日
年
、
東
京
帝
毘
大
学
医
学
部
助
教
授
か
ら
台
北
帝
大
に
赴
任
、
解
剖
学

教
室
主
任
、
医
学
部
長
を
勤
め
た
。
終
戦
後
、
台
湾
大
学
に
招
か
れ
、
昭
和
幻

年
帰
国
し
て
、
の
ち
東
邦
大
学
医
学
部
教
授
と
な
っ
た
。

昭
和
お
年
夏
前
、
私
は
日
本
近
代
文
学
会
の
述
営
委
員
と
し
て
、
ひ
と
り
於

菟
氏
宅
を
訪
問
、
例
会
で
鶴
外
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
た
。

於
菟
氏
は
座
敷
に
正
座
し
て
、
大
学
院
学
生
だ
っ
た
私
に
、
た
い
へ
ん
了
寧
に

応
対
さ
れ
、
承
諾
し
て
下
さ
っ
た
。
忘
れ
が
た
い
貴
重
な
思
い
出
で
あ
る
。
そ

の
年
の
九
月
例
会

(
9
・
M
)
で
「
鴎
外
思
い
出
す
ま
ま
」
と
題
し
て
於
菟
氏

は
語
ら
れ
た
。
具
体
的
な
こ
と
は
何
も
思
い
出
せ
な
い
が
、
於
菟
氏
に
は
い

く
つ
も
の
父
鶴
外
に
関
わ
る
随
筆
集
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
冊
「
森
鴎
外
』
(
昭

幻
・

7
、
養
徳
社
)
の
巻
頭
「
鴎
外
の
母
」
が
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
昭
和
口
年
6
月
か
ら
叩
丹
ま
で
、
「
台
湾
婦
人
界
」
に

5
ヶ
月
に
わ
た
っ

て
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
祖
母
峰
子
と
共
に
、
亡
き
生
母
査
志
子
の
実
家
赤
松

家
を
訪
ね
る
く
だ
り
に
は
、
今
読
み
返
し
て
も
胸
迫
る
も
の
が
あ
る
。

現
在
の
静
岡
県
磐
田
市
、
そ
こ
に
鴎
外
最
初
の
妻
、
於
菟
を
生
ん
だ
の
ち
離

縁
と
な
り
、
他
家
に
嫁
し
て
死
去
し
た
査
志
子
の
父
、
海
軍
中
将
赤
松
則
良
男

ひ
と
づ
て

爵
が
住
ん
で
い
た
。
「
浜
松
で
降
り
た
の
は
人
伝
に
、
も
と
幕
臣
の
赤
松
男
爵

が
こ
の
辺
徳
川
家
に
ゆ
か
り
深
い
土
地
に
隠
棲
し
て
居
ら
れ
る
と
き
い
た
か
ら

で
あ
っ
た
が
」
、
む
ろ
ん
関
連
い
で
、
ま
た
汽
車
に
乗
り
人
力
車
に
乗
り
、
日

の
暮
れ
た
畑
中
の
重
々
し
い
屋
敷
門
に
辿
り
つ
く
。

祖
母
の
言
い
付
け
で
、
名
前
の
一
屑
に
小
さ
く
第
一
高
等
学
校
生
徒
と
手
書
し

た
名
刺
を
渡
す
。
煽
り
者
で
は
な
い
か
と
生
母
の
弟
、
当
時
京
都
帝
大
法
科
の

学
生
で
帰
省
中
の
三
男
盛
三
が
応
接
す
る
。
登
志
子
の
母
、
祖
母
は
「
ほ
ん
と

に
あ
な
た
が
於
菟
さ
ん
。
ね
え
盛
三
御
覧
、
お
登
志
に
よ
く
似
て
。
こ
れ
で
は

ひ
と
り
で
来
て
も
見
違
ひ
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
眼
を
し
ば
た
た
く
。
祖
母
の

「
お
登
志
さ
ん
も
お
な
く
な
り
な
さ
い
ま
し
た
さ
う
で
」
「
は
い
、
あ
れ
も
不
仕

合
せ
な
事
で
」
と
の
み
多
く
語
ら
ず
、
「
期
良
も
さ
ぞ
喜
ぶ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

せ
う
、
さ
あ
こ
ち
ら
へ
」

i
i人
情
話
の
類
と
見
え
よ
う
が
、
以
下
は
省
略
し

て
、
開
書
の
「
老
年
」
、
於
蒐
ひ
と
り
再
訪
し
た
と
き
の
ス
ケ
ッ
チ
に
移
ろ
う
。

体
格
の
よ
い
緒
顔
の
老
提
督
と
一
高
の
制
服
制
帽
だ
が
中
学
生
と
し
か
見
え
ぬ

虚
弱
そ
う
な
少
年
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
昭
和
日
年
1
月
の
「
台

湾
時
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
台
湾
で
亡
母
と
そ
の
父
を
思
い
起
こ
し

て
い
る
於
克
氏
の
心
と
筆
に
あ
ら
た
め
て
引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
き
の
「
鴎
外
の
母
」
の
な
か
に
、
「
猶
此
際
翁
(
赤
松
則
良
)
と
台
湾
と

の
関
係
を
付
記
す
れ
ば
そ
の
海
軍
少
将
時
代
、
明
治
七
年
西
郷
従
道
中
将
都
督

の
下
に
台
湾
征
討
に
参
軍
と
し
て
加
は
り
、
特
丹
社
討
伐
に
は
竹
杜
口
司
令
官

と
し
て
海
軍
の
臨
戦
隊
を
率
ゐ
、
風
港
口
司
令
官
谷
干
城
少
将
及
び
石
門
口
の

佐
久
間
左
馬
太
参
謀
と
棺
並
ん
で
奮
戦
し
た
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
一
節
が
あ

る
。
父
鴎
外
も
日
清
戦
争
よ
り
帰
還
後
、
台
湾
総
督
府
陸
軍
局
軍
医
部
長
を
数

ヶ
月
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
が
、
映
画
「
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
」
が
描
い
た
日
本

軍
と
先
住
民
と
の
戦
い
の
叩
余
年
を
さ
か
の
ぼ
る
明
治
7
年
の
鎮
圧
に
、
森
於

蒐
の
母
方
の
担
父
が
参
加
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
、
そ
の
孫
の
台
北
帝
大
教

授
に
よ
っ
て
雑
誌
「
台
湾
婦
人
界
」
で
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
映
画
に
手
放

し
で
拍
手
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
は
、
む
ろ
ん
私
自
身
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
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